
橋梁初級Ⅰ 研修

＜目的＞
道路橋に関する基礎知識及び点検・診断に関する

基礎知識の習得
＜教科目＞

道路構造物をめぐる今日的課題と今後の方針、点検に関する法令及び
技術基準の体系、橋の構造の基本、鋼部材の損傷と診断、コンクリート
部材の損傷と診断、定期点検の実施と記録、下部構造の損傷と診断、
支承・附属物等の損傷と診断、附属物の定期点検要領概論、土工構造
物の構造の基本、ジェッド・大型カルバート等の定期点検要領概論、現
地実習、達成度試験（学科、実技）

＜対象＞
道路系一般職員

＜実施時期＞
東部： １０月１７日（火）～１０月２０日（金）
西部： ７月１１日（火）～ ７月１４日（金）

＜開催場所＞
東部：北陸地整北陸技術事務所
西部：石川県庁

＜参加者＞
Ｈ２９東部参加者１０名 （地公体 ７名）
Ｈ２９西部参加者４１名 （地公体３９名）

橋梁初級Ⅱ研修

＜目的＞
道路橋の点検・診断の知識及び補修・補強の工法選択の判断に
必要な知識の習得

＜教科目＞
道路橋をめぐる今日的課題と今後の方針、点検に関する法令及び技術
基準の体系、橋の構造の基本、鋼橋の損傷、鋼橋の補修・補強、コンクリ
ート橋の損傷、 コンクリート構造物の補修・補強、既設橋の耐震補強設計、
橋梁補修工事現地実習、非破壊検査技術 等

＜対象＞
道路系係長又はこれに準ずる職員

＜実施時期＞
１０月１０日（火）～１０月１３日（金）

＜開催場所＞
北陸地整北陸技術事務所

＜参加者＞
１２名（地公体 ９名）

平成29年度技術力向上、点検促進の取り組み（研修・講習会・現場見学会）

講義状況（西部） 現地実習（東部）

非破壊検査実習状況

トンネル初級研修
＜目的＞
トンネルの定期点検に関する知識、補修・補強の基礎的知識の習得
＜教科目＞

トンネルの計画・設計、トンネルの施工、トンネル本体工の点検、トンネル

の補修・補強、附属施設の点検、トンネル点検現地実習、点検調書作成表
＜対象＞

道路系係長又はこれに準ずる職員
＜実施時期＞
１１月７日（火）～１１月９日（木）

＜開催場所＞
北陸地整北陸技術事務所

＜参加者＞
１２名（地公体 ９名）
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平成29年度技術力向上、点検促進の取り組み（点検機械支援）



広報活動 パネル展示（富山県道路メンテナンス会議）

道路施設の現況や老朽化対策の必要性、課題、メンテナンス時代に向けた取組みを
広く紹介するため、パネルを作成し、道の駅などに展示しています。

また国道４１号の笹津橋が本年喜寿を迎えることから、永く大事に使うことの大切さを
伝えています。

実施予定日 イベント 開催場所

年中 パネル展示 富山河川国道事務所 １階 ロビー

平成29年5月～12月 パネル展示 道の駅「メルヘン小矢部」「万葉の里高岡」
「カモンパーク新湊」「細入」 2ヶ月持ち回り

平成29年7月8日 らっきょう体験堀りフェア 道の駅「細入」
ペーパークラフト配布

平成29年7月～ パネル展示 NEXCO中日本金沢支社 １階 ロビー

平成29年8月5日 東海北陸道
付加車線事業着工式

南砺市桜ヶ池クアガーデン

平成29年8月9～16日 道路ふれあいフェア 富山市役所 １階 多目的コーナー

平成29年8月24日 NEXCO中日本
金沢支社防災協議会

NEXCO中日本金沢支社

平成29年8月26・27日 ヘリフェスティバル クロスランド小矢部

笹津橋ペーパークラフト

東海北陸道付加車線事業着工式



技術力向上、点検促進の取り組み（研修・講習会）富山県道路メンテナンス会議

○橋梁点検だけではなく、ニーズに合わせた講習会等を実施

○道路インフラの長寿命化を進めていく上で重要な点検技術の向上や補修技術の継承に向けた取組
○道路施設の点検や補修に特化した研修を実施
○外部講師（学識経験者や専門協会）を招いて専門的な研修を実施
○市町が必要とする研修を実施

実施日（主催） 平成29年11月9日（富山県） 平成29年11月17日（富山河川国道）

内容 平成29年度土木技術職員研修（道路）
○富山県橋梁点検マニュアルについて
○橋梁点検現地研修
○点検結果の評価

トンネル点検講習会
○トンネル定期点検要領について
〇発生原因と措置について
○点検現地講習

講師 （一社）建設コンサルタンツ協会北陸支部 定期点検業務受注コンサル

備考 県職員１６名、市町村職員１２名 県職員８名、市町村職員６名

平成29年度土木技術職員研修（道路） トンネル点検講習会



広報活動 「道路の老朽化対策」の広報（新潟県）

道路施設の現況や老朽化対策の必要性、課題、メンテナンス時代
に向けた取組みを実施しています。



広報活動 「道路の老朽化対策」パネル展示（新潟県）

道路施設の現況や老朽化対策の必要性、課題、メンテナンス時代
に向けた取組みを広く紹介するため、パネルを作成し、道の駅や各
種イベント時に展示しています。

道の駅せんだパネル展（H29.7）

道
十日町土木の日パネル展（H29.10） 長岡土木ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙパネル展（H29.10）

ＮＳＴまつり（H29.9）萬代橋誕生祭（H29.8）

道の駅「あらい」くびきの縁日（H29.6）



広報活動 「道路の老朽化対策」パネル展示・点検車両乗車会等（新潟県）

道路施設の現況や老朽化対策の必要性、課題、メンテナンス時代
に向けた取組みを広く紹介するため、各種イベント時にパネル展示
や点検車両の乗車会等を実施しています。

八箇峠道路開通式プレイベント（H29.11）

整備局見学デー（H29.8）

道の駅わしま秋の感謝祭（H29.10）

特車取締時にドライバーに冊子配布（H29.7,9,10）



道路施設の現況や老朽化対策の必要性、課題、メンテナンス時代
に向けた取組みを広く紹介するため、地方公共団体職員、報道関
係者を対象に工事見学会、点検実習会等を実施しています。

広報活動 「道路の老朽化対策」の見学会、実習会等（新潟県）

国道7号 朝日トンネル・スノーシェッド
補修工事見学会（H29.11.8）

（羽越河川国道事務所、村上市若手職員）

萬代橋の橋梁点検
報道関係者説明会（H29.11.5）

国道18号二俣橋の橋梁点検
現地講習会(H29.10.16）

（高田河川国道事務所、糸魚川市、妙高市職員）



塩沢商工点検実習（H29.6）

広報活動 「道路の老朽化対策」の学生見学会、実習会等（新潟県）

道路施設の現況や老朽化対策の必要性、課題、メンテナンス時代
に向けた取組みを広く紹介するため、土木を学習している学生を対
象に工事見学会、点検実習会等を実施しています。

長岡技科大現場見学会（H29.6）

長岡高専連続講座（座学）（H29.6）



広報活動 「道路の老朽化対策」パネル展示（石川県）

道路施設の現況や老朽化対策の必要性、課題、メンテナンス時代に向
けた取組みを広く紹介するため、パネルを作成し、道の駅などに展示して
います。

実施(予定)日 イベント 開催場所

平成２９年８月１２日（土） 金沢ゆめ街道２０１７ 国道１５７号むさし交差点～片町交差点

平成２９年８月２６日（土） 犀川あかりテラス 犀川河川敷・犀川大橋

平成２９年９月３日（日） 石川県防災総合訓練 金沢市・犀川緑地公園

平成２９年１０月１５日（日） 小松市総合防災訓練 小松市内

平成２９年１１月 パネル展 石川県内の全ての道の駅

平成２９年１１月 パネル展 北陸道尼御前サービスエリア（上・下）

金沢ゆめ街道2017(H29.8)

道の駅「千枚田」展示状況



石川県メンテナンス会議の取り組み（研修・講習会）

○橋梁点検診断研修の開催。 ○橋梁等構造物メンテナンス技術講習会を開催。

石川県道路メンテナンス会議（県内道路管理者が連携して道路施設の老朽化
対策の強化を図ることを目的にH26.6.23設立）では、県内の市町職員の技術力
向上支援のため、橋梁点検診断研修を開催しました。

開催状況

参加者の声

■実地点検では色々と質問でき、詳細な事まで聞くことができて大変良かった。

■点検ポイントや注意点を各点検項目ごとに説明を聞けて、ためになった。

１．日時場所： 平成29年 9月29日（金） 13:00～16:00
つばたどぼくじむしょ かほくぐん つばたまち かがつめ

講習：13:00～13:50 津幡土木事務所（河北郡津幡町蚊爪ヌ111-1）
こなんおおはし かほくぐん つばたまち あざことう あざかたばた

実習：14:10～16:00 湖南大橋（河北郡津幡町字湖東～字潟端）

２．参加者： 県内地方公共団体職員 6名（3市1町）

３．研修内容： 講習（橋梁点検のポイント等の説明）
実習（目視や打音調査、点検記録より職員自ら橋梁の損傷区分を評価）

講習の状況 実地点検の状況

石川県道路メンテナンス会議（県内道路管理者が連携して道路施設の老朽化
対策の強化を図ることを目的にH26.6.23設立）では、橋梁等の構造物補修工法
に関する技術の習得を目的に、県内道路管理者の担当職員を対象とした技術講
習会を開催しました。

講習会実施状況

日 時 ： 平成29年10月26日（木）13:30～16:30

場 所 ： 金沢河川国道事務所 会議室

講 師 ： 橋梁等構造物メンテナンス技術研究会会員

参加者 ： 国、NEXCO、県、市町の担当者等、関係者 約40名

講 義 ： ①含浸系表面保護材（鉄筋腐食抑制ﾀｲﾌﾟ）について

②耐久性、耐摩耗性ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄによる断面修復

③積雪地用橋梁伸縮継手装置について

④橋梁塗装のＰＣＢと対応について

開催状況 開催状況

参加者の声

■色々な補修技術を聞くことが出来、今後の補修にあたって役立った。

■塗装塗替にあたって、鉛やＰＣＢに対する対応を知ることが出来て大変良かった。

■今回のような講習会を今後も開催して欲しい。



地域一括発注の状況（富山県）

○平成２７年度の実績
・県で橋梁点検業務を一括発注
砺波市（橋梁４３橋）、南砺市（橋梁３９橋）
・（公財）富山県建設技術センターが進行管理

○平成２８年度の状況
・県で橋梁点検業務を一括発注
砺波市（橋梁１６橋）、南砺市（橋梁３２橋）
・（公財）富山県建設技術センターが進行管理
【進捗状況】

H28. 6月29日 受委託契約締結（砺波市、南砺市）
H28. 7月29日 点検業者と契約（砺波市、南砺市）
H29. ３月末 点検完了、引渡し

○平成２９度の計画
・H28. 12月 各市町村に対し、一括発注の要望聞き取り
・Ｈ２９年度 一括発注希望市町村なし
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○平成３０度の計画



(全国）
平成２８年道路メンテナンス
年報より抜粋



直轄診断実施箇所 措置

三島大橋（福島県三島町） 修繕代行事業

大渡ダム大橋（高知県仁淀川町） 修繕代行事業

大前橋（群馬県嬬恋村） 大規模修繕・更新補助事業

沼尾シェッド（福島県南会津郡下郷町） 修繕代行事業

猿飼橋（奈良県吉野郡十津川村） 修繕代行事業

呼子大橋（佐賀県唐津市呼子町） 修繕代行事業

万石橋（秋田県湯沢市） 修繕代行事業

御鉾橋（群馬県神流町） 修繕代行事業

音沢橋（富山県黒部市）

乙姫大橋（岐阜県中津川市）

直轄診断について

○地方公共団体への支援として、要請により緊急的な対応が必要かつ高度な技術力を要する施設
について、地方整備局、国土技術政策総合研究所、土木研究所の職員等で構成する「道路メンテ
ナンス技術集団」による直轄診断を実施。
○診断の結果、診断内容や地域の実情等に応じ、修繕代行事業、大規模修繕・更新事業等を実施。

【直轄診断実施箇所とその後の対応】【全体の流れ】

【平成２９年度 直轄診断実施箇所】

■音沢橋（富山県黒部市） ■乙姫大橋（岐阜県中津川市）

＜乙姫大橋の状況＞＜音沢橋の状況＞

〈地方公共団体〉

点検・診断

〈道路メンテナンス会議〉

現地調査を踏まえ
直轄診断候補箇所の選定

〈国〉

直轄診断実施箇所の選定

直轄診断実施

結果とりまとめ

報告 推薦

報告

修繕代行事業、大規模修繕・更新補助事業等の実施

診断内容、地域の実情等に応じ、

年
度

H
26

年
度

H
27

耐候性鋼材に層状の剥離

下部工にASRによる
劣化が疑われる

鉄筋の露出

H28
年度

H29
年度

0
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道路部長から黒部市長へ
派遣通知書を伝達

○道路の老朽化に関しては、多くの施設を管理している地方公共団体に対して、技術面等でこ

れまで以上の支援が求められています。

○黒部市の要請に基づき、北陸で初めて音沢橋（富山県黒部市）において11月22日、「道路メ

ンテナンス技術集団」を派遣し、黒部市長立ち会いのもと直轄診断を実施。

Ｈ２９直轄診断 音沢橋に「道路ﾒﾝﾃﾅﾝｽ技術集団」派遣

技術集団 派遣伝達式

■直轄診断
国土交通省では、地方公共団体への支援として、要請により緊急的な対応が必要かつ高度な技術力を要する施設について、

地方整備局、国総研、土研の職員で構成する「道路メンテナンス技術集団」によりH26年度から実施。

黒部市長あいさつ

黒部市長自ら点検 直轄診断 実施状況

現 地 調 査

取材を受ける黒部市長
「今回の診断を通して専門
的な知識、ノウハウを蓄積
し今後の橋梁管理に役立
てたい」

現地調査終了後、黒部
市役所で報告会を実施

＜道路メンテナンス技術集団メンバー＞
・地地整 道路保全企画官（リーダー）他5名
・国総研 道路構造物研究部長他2名
・土土研 上席研究員2名







大規模修繕・更新補助（集約化・撤去の拡充） 【H29より】

地方公共団体における老朽化対策を支援するため、大規模修繕・ 更新補助制度に

集約化・ 撤去を対象として拡充

制度概要

対象事業

撤去される施設が有していた機能を、同一路線の別の施設に機能を集約する事業

＜集約化・ 撤去のイメージ＞

＜地方公共団体管理橋梁で通行規制数が増加＞

改良

撤去

老朽橋の撤去

道路の改良（拡幅等）
977 

2,357 
（ 橋数）

平成20年4月1日 平成27年4月1日

※東日本大震災の被災地域は一部含まず

2, 500

2, 000

1, 500

1, 000

500

0
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大規模修繕・更新補助制度の概要【H27より】

今後、地方公共団体の管理する道路施設の老朽化の拡大に対応するため、大規模修繕・ 更新に対して複数年にわた
り集中的に支援を行うことにより、地方公共団体における老朽化対策を推進し、地域の道路網の安全性・ 信頼性を
確保することを目的とする。

制度の目的

補助対象

・ 橋脚の補強など、構造物の一部の補修・ 補強により、性能・ 機能の維持・ 回復・ 強化を図るもの

・ 橋梁の架替など、構造物の再施工により、性能・ 機能の維持・ 回復・ 強化を図るもの

事業要件

■事業の規模

・ 都道府県・ 政令市の管理する道路の場合： 全体事業費１００億円以上

・ 市区町村の管理する道路の場合 ： 全体事業費 ３億円以上

■インフラ長寿命化計画等（ 平成29年度以降の措置 ）

・ インフラ長寿命化計画（ 行動計画） において、引き続き存置が必要とされているものであること

・ 点検・ 診断等を実施し、その診断結果が公表されている施設であること

・ 長寿命化修繕計画（ 個別施設計画） に位置付けられたものであること

支援内容

・ 防災・ 安全交付金事業として実施した場合と同等の割合を国費として補助※

・ 事業の実施にあたり、国庫債務負担行為制度（ ４箇年以内） の活用も可能

個別の事業毎に採択するため、課題箇所に確実に予算が充当

※

※橋長15ｍ未満の橋梁、トンネル及び大型の構造物
にあっては、平成33年度以降の措置

※現行法令に基づく補助率を上回る分については
防災・ 安全交付金により措置



○迂回路の「隣接橋の対策」や「道路改良」
を実施し、通行止めとなっている老朽橋を「撤去」

大規模修繕・更新補助（集約化・撤去の事例）

「 隣接橋に接続する道路」

「 撤去」

「 交差点改良」

市道Ａ号線

「 隣接橋」

「 交差点改良」

隣接橋に接続する道路の改良隣接橋に接続する道路の改良

隣接橋の対策隣接橋の対策

老朽化に伴う架け替え

拡幅（車道）

拡幅（歩道）

歩道橋の設置

老朽化に伴う修繕

整備

拡幅（車道）

拡幅（歩道）

交差点改良
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地方財政措置

＜～H28年度まで＞ 90%

10%

起債 一般財源

90%

10%

起債 一般財源

起債に対する

交付税措置30%

＜H29年度～＞

実質的な地方負担
100%

実質的な地方負担
73%

交付税措置
0%

※期間は平成２９年度から平成３３年度までの５年間

＜舗装のオーバーレイ＞ ＜防護柵の取替＞

公共施設等適正管理推進事業債（長寿命化事業）の概要【Ｈ２９年度創設】

地方公共団体において道路の適正な管理を実施するため、補助事業等※と一体として実施さ

れる地方単独事業（ 長寿命化事業） について、地方財政措置を拡充するもの

制度概要

対象事業

・ 舗装の表層に係る補修（ 例： 切削、オーバーレイ、路上再生等）

・ 小規模構造物（ 例： 道路照明施設、道路標識、防護柵、落石防止柵、防雪柵等）

の補修・ 更新

(交付税措置率０％→３０％)
※社会資本整備総合交付金事業を含む
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予算執行調査における指摘事項への対応
H29. 6 財務省
予算執行調査資料 抜粋
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ＨＰにて確認下さい。
　http://www.highway-kikin.jp/repair/



■記者発表資料
　平成２７年５月２７日
　国土交通省道路局
　「高速道路跨道橋の点検状況について（その２）」


